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市
で
は
、
６
月
６
日
か
ら
復
興

に
向
け
た
地
区
懇
談
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
区
懇
談
会
は
、「
大
船
渡

市
復
興
計
画
」
の
策
定
に
向
け
、

広
く
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
や

提
言
な
ど
を
伺
い
、
今
後
の
計
画

づ
く
り
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

懇
談
会
初
日
と
な
っ
た
６
月
６

復
興
に
向
け
た
地
区
懇
談
会

〜
復
興
計
画
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
反
映
〜

６月６日に開催した越喜来地区の地区懇談会６月６日に開催した越喜来地区の地区懇談会

日
は
、
越
喜
来
地
区
の
皆
さ
ん
を

対
象
と
し
て
、
甫
嶺
小
学
校
体
育

館
を
会
場
に
開
催
し
、
市
民
生
活
、

産
業
・
経
済
な
ど
の
分
野
ご
と
に

懇
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

な
お
、
地
区
懇
談
会
の
日
程
は

次
の
と
お
り
で
す
。

■
地
区
懇
談
会
開
催
日
程

・
６
月
６
日
＝
越
喜
来
地
区

・
６
月
９
日
＝
吉
浜
地
区

・
６
月　

日
＝

ノ
浦
地
区

10

・
６
月　

日
＝
綾
里
地
区

14

・
６
月　

日
＝
赤
崎
地
区

16

・
６
月　

日
＝
盛
地
区

17

・
６
月　

日
＝
大
船
渡
地
区

20

・
６
月　

日
＝
末
崎
地
区

21

・
６
月　

日
＝
猪
川
地
区

22

・
６
月　

日
＝
立
根
地
区

23

・
６
月　

日
＝
日
頃
市
地
区

24

さまざまな意見がさまざまな意見が
寄せられました寄せられました

復
興
に
向
け
て

　

３
月　

日
、
あ
の
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
日
か
ら
３
カ
月

11

が
経
過
し
ま
し
た
。

　

未
曾
有
の
大
災
害
に
よ
り
、
多
く
の
尊
い
命
と
か
け
が
え
の
な

い
貴
重
な
財
産
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
市
民
の
皆
様
は
、
今

な
お
深
い
悲
し
み
に
く
れ
な
が
ら
も
、
未
来
へ
の
希
望
を
胸
に
、

懸
命
な
ご
努
力
を
重
ね
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
お
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
た
と
き
、
市
と
し
て
で
き

う
る
限
り
の
こ
と
を
一
日
も
早
く
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、

決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
市
民
の
皆
様
が
平
穏
な
日
常
を
取
り

戻
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
応
急
仮
設
住
宅
の
整
備
や
ガ
レ
キ
の

撤
去
な
ど
を
は
じ
め
、
各
種
の
生
活
再
建
事
業
や
社
会
基
盤
の
復

旧
事
業
に
全
力
で
取
り
組
み
、
応
急
復
旧
か
ら
本
格
復
旧
、
さ
ら

に
は
将
来
へ
の
展
望
を
見
い
出
す
復
興
へ
と
歩
み
を
進
め
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
大
災
害
か
ら
の
復
興
は
、
行
政
だ
け
の
力
で
は
成
し
得
ま

せ
ん
。
市
民
の
皆
様
の
英
知
と
行
動
力
の
結
集
と
、
復
興
の
取
り

組
み
へ
の
積
極
的
な
参
画
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
一
方
、
復
興

を
進
め
る
う
え
で
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
力
が
大
き
な
力

を
発
揮
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
地
区
や
地
域
の
お
考
え
が
、
復
興

計
画
の
策
定
に
お
い
て
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
す
。

　

ど
う
か
、
市
民
の
皆
様
に
は
、
お
住
ま
い
の
地
域
の
将
来
の
姿
、

復
興
後
の
市
の
姿
を
思
い
描
き
な
が
ら
、
復
興
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
や
事
業
に
積
極
的
に
ご
参
加
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
民
み
ん
な
で
、
復
興
を
成
し
遂
げ
ま
し
ょ
う
。

大
船
渡
市
長

戸
田　

公
明



（2）

第１回大船渡市災害復興計画

　　　　　　　策定委員会専門部会

開催結果の概要をお知らせします

　

５
月　

日
に
市
役
所
で
開
催
さ
れ
た
「
第
１
回
大
船
渡
市

22

災
害
復
興
計
画
策
定
委
員
会
専
門
部
会
」。委
員
の
皆
さ
ん
か

ら
は
、
大
船
渡
市
の
今
後
の
姿
を
導
き
出
す
た
め
の
意
見
や

ア
イ
デ
ア
な
ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
専
門
部
会
は
、
復
興
に
向
け
た
専
門
事
項
の
調
査
・

研
究
や
、
復
興
計
画
案
の
作
成
お
よ
び
調
整
な
ど
を
行
う
組

織
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

復
興
計
画
の
柱
と
な
る「
市
民
生
活
」、「
産
業
経
済
」、「
都

市
基
盤
」、「
防
災
ま
ち
づ
く
り
」の
４
部
会
を
設
置
し
て
お
り
、

各
部
会
と
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
か
ら
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を

伺
う
た
め
、
各
分
野
の
代
表
者
や
公
募
に
よ
り
委
員
と
な
っ

た
市
民
の
皆
さ
ん
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

各
専
門
部
会
で
出
さ
れ
た
意
見
な
ど
は
、
復
興
計
画
骨
子

お
よ
び
復
興
計
画
の
策
定
に
で
き
る
だ
け
反
映
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
第
１
回
の
専
門
部
会
に
お
い
て
出
さ
れ
た
意
見

な
ど
に
つ
い
て
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
と
ら
え
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
復
興
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

▽
開
催
部
会
・
出
席
者
数

①
市
民
生
活
部
会
＝　

人
20

②
産
業
経
済
部
会
＝　

人
17

③
都
市
基
盤
部
会
＝　

人
12

④
防
災
ま
ち
づ
く
り
部
会
＝　

人
15

※
各
部
会
と
も
Ａ
・
Ｂ
の
２
班
で
構
成

▽
内
容
＝
復
興
計
画
骨
子
案
を
も
と
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

形
式
で
次
の
３
点
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら

　

検
討
し
ま
し
た
。

①
復
興
に
お
け
る
課
題

②
復
興
の
目
標
と
し
て
着
目
す
べ
き
キ
ー
ワ
ー
ド

③
復
興
の
方
針
・
施
策

�問い合わせ先＝災害復興局（�内線364・365）

（3） 広報大船渡お知らせ版
�問い合わせ＝市役所��3111

23.6.20（No.961）

・
若
い
世
代
に
は
希
望
が
、
高
齢

　

者
に
は
安
心
が
感
じ
ら
れ
る
ま

　

ち
に
す
る
。

②
保
健
、
福
祉
な
ど
の
各
種
サ
ー

　

ビ
ス　
　

・
弱
者
の
視
点
は
非
常
に
大
切
。

・
高
齢
者
の
住
居
の
確
保
や
ケ
ア

　

が
重
要
。

　

き
店
舗
の
活
用
、ト
イ
レ
、水
道

　

共
有
の
仮
設
施
設
建
設
な
ど
）。

・
雇
用
対
策
（
会
社
、
産
業
の
早

　

期
復
旧
）が
必
要
。

・
失
業
保
険
が
切
れ
な
い
う
ち
に

　

事
業
を
再
開
す
る
。

②
産
業
基
盤
の
再
建　
　

・
主
要
な
道
路
が
1
本
し
か
通
っ

市民生活部会

産業経済部会
　

キ
ー
ワ
ー
ド
を
踏
ま
え
て
、
方

針
・
施
策
に
つ
い
て
意
見
交
換
し

た
結
果
、
主
に
次
の
７
項
目
に
分

類
さ
れ
る
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

①
経
済
活
動
の
再
建
、
雇
用
の
確

　

保　
　

・
長
期
的
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
と

　

短
期
的
取
り
組
み
が
必
要
（
空

　市民生活の復興について目標

を検討する上で、着目すべき

キーワードとして、次の８項目

が挙げられました。

①防災に強い大船渡

②孤立しない地域づくり

③再生ビジョン

④安全なコミュニティー

⑤人のつながり

⑥海との共存

⑦知識の伝承

⑧周辺との連携

　

キ
ー
ワ
ー
ド
を
踏
ま
え
て
、
方

針
・
施
策
に
つ
い
て
意
見
交
換
し

た
結
果
、
主
に
次
の
５
項
目
に
分

類
さ
れ
る
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

①
住
宅
再
建
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

　

テ
ィ
ー　
　
　

・
住
宅
を
高
台
に
建
て
、
安
心
で

　

き
る
住
ま
い
の
確
保
が
必
要
。

・
安
心
し
て
子
ど
も
を
育
て
ら
れ

　

る
大
船
渡
市
に
す
る
。

③
災
害
廃
棄
物　
　
　
　
　
　

・
が
れ
き
を
使
っ
て
海
側
に
山
を

　

つ
く
る
こ
と
な
ど
も
考
え
ら
れ

　

る
。

④
教
育
施
設
の
再
建　
　

・
災
害
の
教
訓
を
未
来
に
生
か
す
。

・
浸
水
区
域
を　

〜　

年
経
っ
て

20

30

　

も
人
々
が
分
か
る
よ
う
に
明
確

　

に
し
て
お
く
。

・
公
の
建
物（
学
校
な
ど
）は
、
優

　

先
し
て
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う

　

な
場
所
へ
建
設
す
る
。

⑤
歴
史
・
文
化
資
源
の
活
用

・
文
化
、
お
祭
り
、
歴
史
な
ど
も

　

大
切
に
し
て
ほ
し
い
。

　産業・経済の復興について目

標を検討する上で、着目すべき

キーワードとして、次の10項目

が挙げられました。

①雇用安定

②人口流出抑制

③地元住民の元気・活気

④地域の資源・財産

⑤水産業の復興

⑥商店街の再生

⑦若者が集う商店街

⑧農・漁業のコラボレーション

⑨特色ある産業経済

⑩災害の伝承

～キーワード～

～キーワード～

各委員から出された意見などを整理しながら各委員から出された意見などを整理しながら
各部会が進められました各部会が進められました
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キ
ー
ワ
ー
ド
を
踏
ま
え
て
、
方

針
・
施
策
に
つ
い
て
意
見
交
換
し

た
結
果
、
主
に
次
の
３
項
目
に
分

類
さ
れ
る
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

①
都
市
基
盤
の
復
旧
と
防
災
機
能

　

向
上　

・
主
要
な
道
路
を
中
心
に
、
く
し

　

型
に
救
援
物
資
を
送
れ
た
。
電

　

て
い
な
い
場
所
は
２
本
以
上
に

　

す
る
。

・
建
物
を
建
て
る
前
に
道
路
の
か

　

さ
上
げ
を
行
う
。

・
避
難
を
考
え
た
道
路
整
備
が
必

　

要
（
両
側
に
歩
道
が
あ
る
道
路

　

な
ど
）。山
手
、
海
手
の
道
路
を

　

つ
な
げ
る
。

・
観
光
客
が
来
ら
れ
る
よ
う
に
道

　

路
を
復
旧
。

③
水
産
業
の
再
建　
　
　
　
　
　

・
基
幹
と
な
る
水
産
業
の
早
期
復

　

活
（
漁
業
の
弾
み
が
な
け
れ
ば

　

な
ら
な
い
）。

・
水
産
加
工
場
は
海
の
近
く
で
も

　

よ
い
が
、
冷
蔵
庫
な
ど
は
も
っ

　

と
高
台
に
あ
っ
た
方
が
よ
い
。

・
魚
市
場
に
は
産
直
コ
ー
ナ
ー
を

　

設
置
。
若
い
人
の
職
場
づ
く
り

　

が
必
要
。

・
サ
ン
マ
、
ワ
カ
メ
な
ど
地
域
特

　

産
物
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、

　

大
船
渡
で
採
れ
た
も
の
を
大
船

　

渡
で
味
わ
え
る
よ
う
に
し
た
い
。

・
水
産
加
工
場
な
ど
は
、
加
工
団

　

地
な
ど
を
つ
く
っ
て
1
カ
所
に

　

ま
と
め
る
と
よ
い
。

④
農
林
業
の
再
建　
　
　
　
　
　

・
地
元
で
地
場
産
品
の
提
供
を
進

　

め
た
い
。

・
農
業
な
ど
が
停
電
で
大
き
な
被

　

害
を
受
け
た
。
こ
れ
を
機
に
自

　

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
か
し
て
い

　

く
こ
と
も
必
要
。

⑤
商
業
の
再
建　
　
　
　
　
　
　

・
一
時
的
な
仮
設
商
店
、
仮
設
店

　

舗
が
あ
る
と
よ
い
。

・
商
業
地
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、
青

　

空
市
場
の
開
設
、
そ
の
た
め
の

　

補
助
な
ど
が
必
要
。

・
商
店
街
は
、
意
欲
の
あ
る
人
、

　

特
に
若
者
を
ひ
き
つ
け
る
よ
う

　

な
制
度
が
あ
る
と
よ
い
。

・
二
重
ロ
ー
ン
を
避
け
た
い
。

⑥
観
光
産
業
の
再
建　

・
農
漁
業
体
験
な
ど
に
よ
る
観
光

　

振
興
を
進
め
る
。

・
地
元
の
海
産
物
を
地
元
で
食
べ

　

ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。

・
定
住
で
き
な
い
（
被
災
面
積
が

　

広
い
）土
地
は
、
公
園（
芝
生
、

　

集
会
所
、
園
芸
）
と
し
て
活
用

　

し
、
人
が
集
ま
れ
る
場
所
に
。

　

観
光
地
と
し
て
の
活
用
も
よ
い
。

⑦
地
場
産
業
の
活
性
化

・
も
と
も
と
煙
突
が
多
い
ま
ち
。

　

セ
メ
ン
ト
産
業
を
発
展
さ
せ
る
。

・
水
産
物
と
農
産
物
を
組
み
合
わ

　

せ
て
、
独
自
産
業
化
を
図
る
。

都市基盤部会

　

力
や
水
道
な
ど
で
も
く
し
型
の

　

形
状
に
で
き
な
い
か
。

・
海
岸
・
港
湾
部
分
の
最
低
限
の

　

復
旧
は
、
早
急
に
す
べ
き
。

・
水
産
と
静
か
な
港
で
生
計
を
立

　

て
る
た
め
、
湾
口
防
波
堤
（
第

　

一
の
防
波
堤
）
を
復
旧
す
る
。

・
市
街
地
形
成
と
道
路
の
計
画
を

①自給自足できるまち

②子どもに残せるまち

③災害に強い誇れるまちづくり

④復興の世界的モデル

⑤三陸で一番

２班に分かれて行われたワークショップ。最後は、それぞれ
の班で出された内容を互いに確認し合いました

～キーワード～

　都市基盤の復興について目標

を検討する上で、着目すべき

キーワードとして、次の５項目

が挙げられました。
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と
も
に
進
め
る
。

・
新
た
な
道
路
機
能
に
は
、
物
流

　

だ
け
で
な
く
防
災
機
能
も
必
要
。

・
集
落
が
孤
立
し
な
い
ま
ち
づ
く

　

り
。

・
普
段
生
活
す
る
空
間
と
は
別
に
、

　

災
害
時
に
逃
げ
ら
れ
る
場
所
が

　

あ
る
と
よ
い
。

・
Ｊ
Ｒ
の
復
旧
を
進
め
る
。

②
土
地
利
用

・
ど
う
い
う
漁
港
に
し
た
い
か
、

　

被
災
者
が
漁
業
を
続
け
る
か
な

　

ど
も
含
め
、
漁
協
単
位
で
考
え

　

る
。

・
手
法
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
最

　

終
的
に
住
居
は
高
台
へ
。
高
台

　

災
性
を
高
め
る
こ
と
も
必
要
。

②
防
災
教
育
な
ど

・
体
験
を
伝
え
る
こ
と
が
大
切
。

・
災
害
時
に
役
立
つ
避
難
訓
練
や
、

　

臨
機
応
変
に
対
応
す
る
た
め
、

　

普
段
か
ら
の
防
災
訓
練
が
大
切
。

・
避
難
訓
練
は
内
容
を
見
直
し
、

　

徹
底
的
に
行
う
。
住
民
が
主
導

　

的
に
取
り
組
む
。

・
安
全
意
識
の
改
善
。

・
新
し
く
住
む
人
へ
の
情
報
伝
達
、

　

土
地
利
用
規
制
な
ど
が
重
要
。

③
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

・
近
所
づ
き
あ
い
を
大
切
に
す
る
。

・
地
域
住
民
が
自
ら
情
報
収
集
し
、

　

自
主
的
な
防
災
活
動
を
行
う
。

④
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
交
通
・
物
流

・
災
害
に
強
い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

　

形
成
が
最
重
要
課
題
。

・
飲
食
料
の
備
蓄
は
、
あ
る
程
度

　

の
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
必
要
。

・
普
段
は
海
岸
沿
い
を
通
り
、
緊

　

急
時
に
は
拡
張
し
た
農
道
、
林

　

道
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
道
路
網
。

・
孤
立
集
落
を
発
生
さ
せ
な
い
た

　

め
の
安
全
な
複
数
の
道
路
整
備
。

⑤
災
害
時
の
応
援
・
サ
ポ
ー
ト
体

　

制　
・
町
単
位
く
ら
い
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　

ク
を
確
立
す
る
。

防災まちづくり部会
　

キ
ー
ワ
ー
ド
を
踏
ま
え
て
、
方

針
・
施
策
に
つ
い
て
意
見
交
換
し

た
結
果
、
主
に
次
の
５
項
目
に
分

類
さ
れ
る
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

①
防
災
体
制

・
防
災
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
拠
点
を

　

つ
く
る
。

・
主
要
機
能
を
高
台
に
し
て
、
防

　防災まちづくりについて目標

を検討する上で、着目すべき

キーワードとして、次の11項目

が挙げられました。

①的確な災害情報

②世界に誇れる津波防災先進地域

③災害伝承

④防災教育の充実

⑤自助・共助

⑥避難訓練

⑦ソフト対策の充実

⑧最小限のハード対策

⑨防災拠点の整備

⑩ライフラインのバックアップ

⑪リスク評価

　

の
道
路
も
整
備
が
必
要
。

・
国
道
の
そ
ば
な
の
に
店
が
建
て

　

ら
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

　

都
市
計
画
の
見
直
し
を
検
討
す

　

べ
き
。

・
小
さ
い
集
落
か
ら
の
意
見
、
要

　

望
を
吸
い
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。

③
情
報
通
信
基
盤　
　
　
　

・
災
害
時
の
通
信
手
段
と
し
て
、

　

災
害
Ｆ
Ｍ
は
有
用
。
停
電
時
で

　

も
電
源
さ
え
あ
れ
ば
使
用
可
能

　

で
あ
る
。
防
災
無
線
が
及
ば
な

　

い
地
域
や
、
聞
こ
え
に
く
い
家

　

庭
な
ど
に
有
用
。

・
災
害
が
起
き
た
と
き
に
ど
の
よ

　

う
に
連
絡
す
る
か
が
大
事
。

～キーワード～

各部会とも、各分野の代表者・市民・市が一緒になっ
て意見交換をしました

各委員が自分の意見やアイデア各委員が自分の意見やアイデア
を発表を発表



（6）

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

■
保
険
診
療
を
受
け
る
際
に
被
保

　

険
者
証
な
ど
の
提
示
が
必
要
に

　

な
り
ま
す

　

７
月
１
日
よ
り
、
被
災
に
よ
り

被
保
険
者
証
な
ど
を
紛
失
し
た
人

や
、
家
庭
に
残
し
た
ま
ま
避
難
し

て
い
る
人
が
医
療
機
関
で
保
険
診

療
を
受
け
る
際
の
取
り
扱
い
が
変

わ
り
ま
す
。

▽
６
月　

日
ま
で

30

　

医
療
機
関
で
受
診
す
る
際
に
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
住
所
な
ど
を

申
し
出
る
こ
と
で
保
険
診
療
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
７
月
１
日
か
ら

　

医
療
機
関
で
保
険
診
療
を
受
け

る
際
は
、
被
保
険
者
証
な
ど
の
提

示
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
被
保
険
者
証
な
ど
を
紛
失
し
た

　

人
は
、
国
保
年
金
課
で
再
交
付

　

の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
一
部
負
担
金
な
ど
の
免
除
証
明

　

書
の
申
請
・
発
行

　

８
月
１
日
よ
り
、
大
船
渡
市
の

国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
、
ま
た

は
大
船
渡
市
に
住
所
を
有
す
る
後

期
高
齢
者
医
療
に
加
入
し
て
い
る

人
で
、
被
災
さ
れ
た
人
は
、
免
除

証
明
書
を
提
示
し
た
人
の
み
、
医

療
機
関
な
ど
（
薬
局
な
ど
も
含

む
）
で
の
一
部
負
担
金
な
ど
の
支

払
い
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
人
は
、
必
要
書
類

を
持
参
の
上
、
免
除
証
明
書
の
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
住
宅
が
全
半
壊
ま
た
は

全
半
焼
し
、
６
月
１
日
時
点
で
大

船
渡
市
が
発
行
し
た
り
災
証
明
書

を
お
持
ち
の
人
は
、
申
請
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
（
一
部
負
担
金
の

免
除
証
明
書
を
国
保
は
６
月
下
旬

か
ら
７
月
上
旬
に
か
け
て
、
後
期

高
齢
者
医
療
は
７
月
中
旬
に
送
付

し
ま
す
）。

▽
対
象
・
申
請
に
必
要
な
書
類

　

下
表
の
と
お
り

※
い
ず
れ
も
被
保
険
者
証
と
認
め

　

印
が
必
要
で
す
。

※
主
た
る
生
計
維
持
者
と
は
、
世

　

帯
で
一
番
所
得
の
高
い
人
で
す
。

▽
免
除
期
間
＝
平
成　

年
２
月　

24

29

　

日
ま
で
（
入
院
時
食
事
代
は
平

　

成　

年
８
月　

日
ま
で
）

23

31

▽
申
請
の
受
け
付
け
＝
７
月
１
日

　

（
金
）〜

▽
受
付
場
所
＝
市
役
所
国
保
年
金

　

課
■
一
部
負
担
金
な
ど
の
払
い
戻
し

　

７
月
末
ま
で
は
、
大
船
渡
市
の

国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
、
ま
た

は
大
船
渡
市
に
住
所
を
有
す
る
後

期
高
齢
者
医
療
に
加
入
し
て
い
る

人
で
、
免
除
の
対
象
と
な
る
人
は
、

口
頭
で
の
申
し
立
て
に
よ
り
一
部

負
担
金
な
ど
の
支
払
い
を
猶
予
す

る
取
り
扱
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
に
一
部
負
担
金
な
ど
を

支
払
っ
て
い
た
場
合
は
、
申
請
す

る
こ
と
に
よ
り
払
い
戻
し
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
申
請
の
受
け
付
け
＝
７
月
１
日

　

（
金
）〜

▽
受
付
場
所
＝
市
役
所
国
保
年
金

　

課
▽
申
請
に
必
要
な
書
類

①
被
保
険
者
証

②
免
除
証
明
書
（
一
部
負
担
金
の

　

払
い
戻
し
の
際
に
免
除
証
明
書

　

も
併
せ
て
申
請
で
き
ま
す
）

③
医
療
機
関
な
ど
が
発
行
し
た
領

　

収
証
な
ど
、
支
払
っ
た
一
部
負

　

担
金
な
ど
の
金
額
が
確
認
で
き

　

る
書
類

④
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
は
世

一部負担金などの免除対象・申請に必要な書類

申請に必要な書類対　　　　象

り災証明書（原本または写し）
住宅が全半壊または全半焼した人で、６月１日以降にり
災証明書の交付を申請した、または未申請の場合

他市町村が発行したり災証明書（原本または写し）他市町村で住宅が全半壊または全半焼した場合

死亡診断書または死体検案書の写し主たる生計維持者が死亡した場合

１カ月以上の治療を要すると認められる旨が記載
された医師の診断書などの写し

主たる生計維持者が重篤な傷病を負った場合

行方不明である旨の申出書主たる生計維持者が行方不明の場合

公的に交付される書類で、業務が廃止・休止した
ことが分かるものの写し（税務署に提出する廃業
届など）

主たる生計維持者が業務を廃止・休止した場合

雇用保険の受給資格者証の写し、事業主の証明書
など（雇用保険の受給中は免除の対象になりませ
んが、待期満了日までは免除になります）

主たる生計維持者が失職し、現在収入がない場合

避難指示などの対象地域に住所を有している、ま
たは有していたことが確認できるもの

原子力発電所の事故に伴い、国の避難指示や屋内退避指
示、計画的避難区域や緊急時避難準備区域に関する指示
の対象となっている、または対象となっていた場合
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帯
主
の
通
帳
、
後
期
高
齢
者
医

　

療
に
加
入
し
て
い
る
人
は
本
人

　

の
通
帳

⑤
認
め
印

■
郵
送
に
よ
る
申
請
手
続
き
も
で

　

き
ま
す

　

遠
隔
地
に
一
時
避
難
し
て
い
る

人
な
ど
で
、
免
除
要
件
に
該
当
し

て
い
る
人
は
、
郵
送
で
の
申
請
手

続
き
が
で
き
ま
す
。

　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

必
要
書
類
を
同
封
の
上
、
国
保
年

金
課
ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
関
係
書
類
の
入
手
方
法

・
大
船
渡
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

　

ど
か
ら
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

・
郵
便
で
申
請
書
な
ど
を
請
求

▽
郵
便
で
の
関
係
書
類
請
求
方
法

　

「
一
部
負
担
金
免
除
証
明
書
等

　

申
請
書
請
求
」ま
た
は「
一
部
負

　

担
金
等
の
払
い
戻
し
の
た
め
の

　

申
請
書
請
求
」
と
記
入
し
、
①

　

送
付
先
の
住
所
②
送
付
先
の
氏

　

名
③
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、

　

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
郵
便
で
の
請
求
先

　

〒
０
２
２
‐
８
５
０
１
（
住
所

　

記
載
不
要
）
大
船
渡
市
役
所
国

　

保
年
金
課

▽
郵
送
で
の
申
請
に
必
要
な
書
類

�
免
除
証
明
書
の
申
請
の
場
合

　

窓
口
で
の
申
請
と
同
じ
で
す
。

�
払
い
戻
し
の
申
請
の
場
合

①
領
収
証
ま
た
は
領
収
を
確
認

　

で
き
る
も
の

②
委
任
状
（
国
保
に
加
入
し
て

　

い
る
人
で
振
込
先
が
世
帯
主

　

以
外
で
あ
る
場
合
、
後
期
高

　

齢
者
医
療
に
加
入
し
て
い
る

　

人
で
振
込
先
が
本
人
以
外
で

　

あ
る
場
合
）

▽
問
い
合
わ
せ
先

・
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

　

国
保
年
金
課
国
保
係

　

（
�
内
線
１
４
３
・
１
４
４
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て

　

国
保
年
金
課
医
療
給
付
係

　

（
�
内
線
１
４
２
・
１
４
８
）

水道・下水道使用料に
ついてのお知らせ

■水道使用料（簡易水道を含む）の納期限

　４月分（３月使用分）の水道使用料は免除とし

ます。また、３月分（２月使用分）、５月分（４月

使用分）については、それぞれ納期限を延長し

ます（６月分からは通常どおり）。

　納期限は、送付される納付書で確認してくだ

さい。

■水道メーター使用料の減免

　震災により中止届を提出した人、居住してい

る家屋などの倒壊・焼失などにより水道が使用

できなくなった人は、使用再開の申し出がある

まで、最長２年間、水道メーター使用料を減免

します。

■継続した断水などに伴う水道使用料の減免

　配水管の破損やがれきの状況などにより通水

できないため、継続して断水となっている人は、

水道の使用再開時までの水道使用料を減免しま

す（居住可能な家屋などを含む）。

■下水道使用料（漁業集落排水を含む）の納期限

　水道使用料と同じ取り扱いとなります。

■公共下水道受益者負担金・分担金、漁業集落

　排水加入者負担金の徴収の猶予

　震災により甚大な被害を受け、経済的に納付

が困難な受益者は、猶予（最長３年間）を受ける

ことができる場合があります。

　飛鳥Ⅱが大船渡港野々田ふ頭に入港します。

入港時には、大船渡の復興支援行事が開催され

る予定です。

�日時＝７月27日（水）午前10時30分入港

　　　　７月28日（木）午前８時出港

客船飛鳥Ⅱが入港します

※詳しい内容などはお問い合わせください。

�問い合わせ先

・上水道＝水道事業所工務給水係（�内線171）

・簡易水道＝簡易水道事業所（�内線202）

・公共下水道・漁業集落排水

　下水道事業所業務係（�内線201）

■「がんばろう大船渡！ミニ乗船体験会」の参加

　者を募集します

　支援行事の一環として、船内見学とショー鑑

賞が予定されています。参加料は無料です。

�日時＝７月27日（水）午後１時～３時（予定）

�定員＝400人（応募者多数の場合は抽選）

�応募資格＝大船渡市のほか気仙管内に住所を

　有する小学生以上の人（中学生以下保護者同伴）

�応募方法＝往復はがきでご応募ください。

※返信はがきの表面には郵便番号・住所・代表

　者氏名を、往信はがきの裏面には「飛鳥Ⅱ乗

　船会希望」と記入の上、①郵便番号、住所②代

　表者氏名③電話番号④乗船会希望者（はがき

　１枚で４人まで応募可）の郵便番号、住所、

　氏名、年齢、電話番号を明記してください。

�応募締切日＝７月１日（金）必着

�応募先／問い合わせ先

　〒022-8501（住所記載不要）

　港湾経済課運輸振興係（�内線108）
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市
で
は
、
平
成　

年
３
月　

日

23

11

以
降
の
市
税
の
申
告
受
付
、
納
付

期
限
な
ど
を
延
長
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
市
税
の
納
付
期
限
な
ど

は
、
現
在
検
討
中
で
す
の
で
、
決

ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
軽
自
動
車
税
の
各
種
手
続
き
に

　

つ
い
て

　

平
成　

年
度
軽
自
動
車
税
の
納

23

付
期
限
は
、
平
成　

年
８
月
１
日

23

と
な
り
ま
す
。
納
税
通
知
書
は
、

７
月
上
旬
に
送
付
す
る
予
定
で
す
。

※
平
成　

年
度
軽
自
動
車
税
納
税

22

　

証
明
書
の
有
効
期
限
は
平
成　
23

　

年
５
月　

日
か
ら
、
７
月　

日

30

31

　

ま
で
延
長
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

　

期
日
ま
で
の
車
検
な
ど
に
使
用

　

で
き
ま
す
。

■
被
災
車
両
の
課
税
除
外
の
申
し

　

立
て
に
つ
い
て

　

平
成　

年
度
軽
自
動
車
税
を
課

23

税
し
た
車
両
の
う
ち
、
震
災
で
使

用
で
き
な
く
な
っ
た
軽
自
動
車
な

ど（
被
災
車
両
）に
つ
い
て
、「
軽
自

動
車
税
の
課
税
除
外
に
関
す
る
申

立
書
」
の
提
出
が
あ
れ
ば
、
軽
自

動
車
税
は
課
税
し
ま
せ
ん
。

▽
申
し
立
て
に
必
要
な
も
の

・
申
立
者
の
印
鑑

・
被
災
車
両
情
報
（
ナ
ン
バ
ー
や

　

車
台
番
号
な
ど
）

※
原
動
機
付
自
転
車
、
小
型
特
殊

　

自
動
車
以
外
の
車
両
は
、
岩
手

　

県
自
家
用
自
動
車
協
会
な
ど
で

　

の
廃
車
手
続
き
も
必
要
で
す
。

■
被
災
に
よ
る
代
替
車
両
の
非
課

　

税
申
請
に
つ
い
て

　

被
災
車
両
の
代
わ
り
と
し
て
、

軽
自
動
車
な
ど
の
代
替
車
両
を
取

得
し
た
場
合
、「
軽
自
動
車
税
非
課

税
申
請
書
」の
提
出
が
あ
れ
ば
、平

成　

年
度
ま
で
、
代
替
車
両
の
軽

25
自
動
車
税
は
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

▽
非
課
税
措
置
が
認
め
ら
れ
る
代

　

替
車
両
の
取
得
形
態

・
被
災
車
両
が
普
通
自
動
車
、
小

　

型
自
動
車
・
軽
自
動
車
（
３
輪

　

以
上
）
の
場
合
＝
代
替
車
両
が

　

普
通
自
動
車
、
小
型
自
動
車
・

　

軽
自
動
車（
３
輪
以
上
）

・
被
災
車
両
が
小
型
自
動
車
・
軽

　

自
動
車（
２
輪
）、
原
動
機
付
自

　

転
車
の
場
合
＝
代
替
車
両
が
小

　

型
自
動
車
・
軽
自
動
車（
２
輪
）、

　

原
動
機
付
自
転
車

・
被
災
車
両
が
小
型
特
殊
自
動
車

　

の
場
合
＝
代
替
車
両
が
小
型
特

　

殊
自
動
車

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

・
所
有
者
の
印
鑑

・
被
災
車
両
と
確
認
で
き
る
書
類

　

（
被
災
車
両
の
状
況
申
出
書
の

　

写
し
、「
被
災
車
両
」と
記
載
の

　

あ
る
登
録
事
項
等
証
明
書
、
課

　

税
除
外
申
立
書
の
写
し
な
ど
）

・
代
替
車
両
と
し
て
確
認
で
き
る

　

書
類（
自
動
車
検
査
証
な
ど
）

※
被
災
車
両
と
代
替
車
両
の
所
有

　

者
が
同
じ
場
合
に
限
り
、
対
象

　

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
所
有

　

権
留
保
車
両
に
つ
い
て
は
、
自

　

動
車
検
査
証
の
使
用
者
を
所
有

　

者
と
み
な
し
ま
す
。

※
所
有
者
以
外
の
人
が
申
請
す
る

　

場
合
は
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。

※
所
有
者
が
死
亡
ま
た
は
行
方
不

　

明
の
場
合
で
、
代
替
車
両
の
所

　

有
者
が
相
続
人
と
な
る
と
き
は
、

　

戸
籍
謄
本
の
添
付
が
必
要
で
す
。

※
自
動
車
税
と
自
動
車
取
得
税
は
、

　

大
船
渡
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
県

　

税
室（
�
�
９
９
１
２
）に
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
自
動
車
重
量
税
に
も
被
災
車
両

　

と
代
替
車
両
に
つ
い
て
、
免
除

　

な
ど
の
特
例
が
で
き
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
大
船
渡
税
務
署
（
�

　

�
３
４
８
１
）
に
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
諸
税
係

　
　
　
　
　
　

（
�
内
線
１
７
０
）

税
務
課
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す

　市では、このたびの地震・津波によ

り甚大な被害が発生したことから、現

在、復興計画の策定に取り組んでいま

す。

　今後、計画策定を円滑に進めていく

ためには、土地の価格高騰を見込んだ

買い占めなど、不当な土地取引を防止

し、適正な地価水準を保つことが必要

です。

　土地取引について、不当な土地取引

情報をお持ちの人はご連絡ください。

�問い合わせ先

　活力推進課（�内線216）

土地取引情報の提供に

ご協力をお願いします

応急仮設住宅への入居申し込みを

６月24日（金）で締め切ります
　大船渡市の応急仮設住宅の入居申し込みは、４月18日

で一度締め切り、その後も随時受け付けていました。

　このたび、総建設戸数の確保にある程度のめどが立っ

たことから、６月24日（金）をもって、申し込みを締め切

ります。応急仮設住宅についての相談は、締切日以降も

随時受け付けますが、希望に添えない場合がありますの

で、申し込み漏れのないようお願いします。

　また、厚生労働省からの改定通知により、自宅を修理

する場合でも、修理に長期間を要する場合は、応急仮設

住宅への入居申し込みができることとなりましたのでお

知らせします（応急修理の制度を利用する人は、対象外）。

�申込先／問い合わせ先

　都市計画課建築住宅係（�内線328）

■資源古紙の収集■大船渡地区環境衛生組合では、６月15日より、収集日ごとに通常どおり資源

古紙を収集しています。�問い合わせ先＝大船渡地区環境衛生組合（��4739）
（9） 広報大船渡お知らせ版

�問い合わせ＝市役所��3111

23.6.20（No.961）

衛
生
害
虫
の
発
生
源
の
除
去

衛
生
害
虫
の
発
生
源
の
除
去

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

気
温
の
上
昇
と
と
も
に
、
蚊
や

ハ
エ
な
ど
の
衛
生
害
虫
の
発
生
が

心
配
さ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
津
波
浸
水
地
域
の
う

ち
衛
生
害
虫
が
発
生
す
る
可
能
性

の
高
い
場
所
を
中
心
に
、
殺
虫
・

防
虫
、
消
毒
の
作
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

浸
水
地
域
以
外
に
お
い
て
も
衛

生
害
虫
の
発
生
源
と
し
て
、
ブ

ル
ー
シ
ー
ト
の
た
ま
り
水
、
流
れ

が
滞
っ
た
水
路
な
ど
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
衛
生
害
虫
の
発
生
を
抑
制

す
る
た
め
、
各
家
庭
周
辺
の
水
路

の
泥
上
げ
や
た
ま
り
水
の
解
消
、

腐
敗
物
の
除
去
な
ど
を
行
い
、
生

活
環
境
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

外
出
時
は
粉
じ
ん
対
策
を
心

外
出
時
は
粉
じ
ん
対
策
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う

掛
け
ま
し
ょ
う

　

外
出
時
に
は
、
次
の
こ
と
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

①
粉
じ
ん
が
多
い
場
所
に
は
、
で

　

き
る
だ
け
近
づ
か
な
い
よ
う
に

　

し
ま
し
ょ
う

　

が
れ
き
か
ら
発
生
す
る
粉
じ
ん

に
含
ま
れ
る
細
菌
類
に
よ
っ
て
、

感
染
症
が
広
が
る
心
配
が
あ
る
と

と
も
に
、
ア
ス
ベ
ス
ト（
石
綿
）な

ど
の
有
害
物
が
含
ま
れ
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
、
健
康
へ
の
影
響
が

心
配
さ
れ
ま
す
。

②
マ
ス
ク
を
し
ま
し
ょ
う

　

大
量
に
粉
じ
ん
を
吸
い
込
む
こ

と
を
防
げ
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
手
県
環
境
保
全
課

　
（
�
０
１
９
‐
６
２
９
‐
５
３
５
９
）

　

な
お
、
殺
虫
剤
を
使
用
す
る
場

合
は
、適
切
な
用
法
・
用
量
を
守
っ

て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

　
　

（
�
内
線
１
２
４
・
１
２
５
）

　

被
災
地
域
に
お
け
る
感
染
症
の

発
生
を
防
ぐ
た
め
、
浸
水
被
害
家

屋
や
敷
地
、
家
財
な
ど
を
消
毒
す

る
た
め
の
薬
品
類
（
消
石
灰
と
消

毒
薬
３
種
類
）と
作
業
用
具（
噴
霧

器
）
を
地
区
ご
と
に
配
備
し
ま
し

た
。

　

消
毒
作
業
が
必
要
な
個
人
や
地

域
、
事
業
所
に
薬
品
な
ど
を
無
償

提
供
し
、
用
具
も
無
償
で
貸
し
出

消
毒
薬
を
無
償
提
供
し
て
い

消
毒
薬
を
無
償
提
供
し
て
い

ま
す
ま
す

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相

談
の
お
知
ら
せ

談
の
お
知
ら
せ

▽
開
催
日
時

・
毎
週
火
曜
日
＝
午
後
１
時
〜
５

　

時
・
毎
週
木
曜
日
＝
午
前　

時
〜
午

10

　

後
３
時

▽
会
場
＝
市
役
所
相
談
室

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
生
活
環
境
課
市
民
生
活
係

　
　
　
　
　
　

（
�
内
線
１
２
８
）

※
個
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の

　

で
、
配
備
先
に
事
前
に
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

　
　

（
�
内
線
１
２
４
・
１
２
５
）

■市役所三陸支所■

業務再開のお知らせ

　市立図書館では、６月４日より

業務を再開しています。

�開館時間＝午前９時～午後５時

※火曜日は休館日

�被災により、借りている図書な

　どが損傷・流失した場合は、お

　申し出ください。

�三陸保健福祉センターに返却ポ

　ストを設置しましたので、図書

　の返却にご利用ください（三陸

　公民館から借りた本も対象）。

※市立図書館への直通の電話は不

　通となっていますので、お問い

　合わせは市役所へお願いします

　（内線により電話をつなぎます）。

心
配
ご
と
相
談
所
を
開
設
し

心
配
ご
と
相
談
所
を
開
設
し

て
い
ま
す

て
い
ま
す

　

大
船
渡
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
生
活
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

（
生
計
、
職
業
、
結
婚
、
人
権
な

ど
）
に
つ
い
て
お
悩
み
を
抱
え
て

い
る
人
を
対
象
と
し
た
「
心
配
ご

と
相
談
所
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

電
話
で
の
相
談（
�
�
５
９
７
３
）

に
も
応
じ
ま
す
。

▽
開
催
日
＝
毎
週
月
曜
日

▽
時
間
＝
午
前　

時
〜
午
後
３
時

10

▽
会
場
＝
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

大
船
渡
市
社
会
福
祉
協
議
会　

　
　
　
　
　
　

（
�
�
０
０
０
１
）

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

▽
配
備
先

・
盛
地
区
＝
カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル

・
大
船
渡
地
区
＝
大
船
渡
地
区
公

　

民
館
、
大
船
渡
北
小
学
校
体
育

　

館
、
大
船
渡
中
学
校
体
育
館

・
末
崎
地
区
＝
ふ
る
さ
と
セ
ン

　

タ
ー

・
赤
崎
地
区
＝
各
地
域
公
民
館
の

　

拠
点

・

ノ
浦
地
区
＝

ノ
浦
漁
村
厚

　

生
施
設

・
三
陸
町
綾
里
地
区
＝
綾
姫
ホ
ー

　

ル
・
三
陸
町
越
喜
来
地
区
＝
東
区
会

　

館
、
各
避
難
所

・
三
陸
町
吉
浜
地
区
＝
吉
浜
地
区

　

拠
点
セ
ン
タ
ー

　市役所三陸支所では、６月13日

より三陸保健福祉センター２階を

仮設事務所として、支所業務の一

部を再開しています。

　なお、市役所本庁との占用線（光

回線）が復旧していないため、印

鑑登録・印鑑登録証、印鑑証明書

および住基カードの発行について

は取り扱いできません（市役所本

庁窓口または吉浜地域振興出張所

で対応します）。

�問い合わせ先

　三陸支所総務課

　（��2112・�2113／��3277）

■市立図書館■
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■離乳食教室

�期日＝７月６日（水）

�受付時間＝午後１時～１時30分

�会場＝大船渡保健所

�対象＝平成23年２月・３月生まれのお子さん

■７カ月児健康相談

�期日＝７月４日（月）

�受付時間＝午前９時30分～10時

�会場＝大船渡保健所

�対象＝平成22年10月・11月生まれのお子さん

■１歳６カ月児健康診査

�期日＝７月13日（水）

�受付時間＝午後１時～１時30分

�会場＝大船渡保健所

�対象

・平成21年10月16日～10月31日生まれのお子さ

　ん

・平成21年11月生まれのお子さん

■３歳児健康診査

�期日＝７月20日（水）

�受付時間＝午後０時45分～１時15分

�会場＝大船渡保健所

�対象

・平成19年９月生まれのお子さん

・平成19年10月１日～10月15日生まれのお子さ

　ん

※４カ月児・10カ月児健康診査、２歳６カ月児

　歯科健康診査は、医療機関で実施しています。

　忘れずに受診しましょう。

※県立大船渡病院(��1111)・星こどもクリニッ

　ク(�080-1668-0685)で乳児健診を受診する

　際は、予約が必要です。　

�問い合わせ先＝保健介護センター（��1581） 

健やかな赤ちゃんのために健やかな赤ちゃんのために健やかな赤ちゃんのために健やかな赤ちゃんのために

母子健康手帳をお持ちの上、受付時間内にお越しください。

東日本大震災に関する写真・ビデオを収集しています

�受付場所

　市役所秘書広聴課広聴広報係（�内線283）

�受付時間

　月～金曜日午前９時～午後５時（祝日を除く）

■郵送での提供も受け付けます

　郵送の場合は、独立行政法人防災科学技術研

究所に直接郵送してください。

　詳しくはお問い合わせください。

�問い合わせ先

　〒305-0006　茨城県つくば市天王台3-1

　独立行政法人防災科学技術研究所

　　　　　　　　　　　　　（�029-863-7546）

　市では、国の防災研究機関である「独立行政

法人防災科学技術研究所」と協力し、東日本大

震災の津波などの被害映像（写真、ビデオなど）

を収集しています。

　収集した映像は、災害の教訓を後世に伝承し、

被災地内外の津波防災対策の検討や研究、教育、

復興支援のために活用します。

　市民の皆さんがお持ちの災害に関する映像の

提供について、ご協力をお願いします。

■提供いただく写真・ビデオなどは、加工しな

　いデジタルデータでお願いします。

■提供の際は、使用許諾同意書を提出していた

　だきます。同意書は受付場所にあります。
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５月21日～６月５日届け出

○ご結婚おめでとう

（赤崎町）

山口　渡�西野己都　（大洞）

（敬称略）

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
お悔やみ

○お誕生おめでとう　（　）は保護者

（大船渡町）

 村 上 孔 明    　（修一）　明神前
むらかみ こうめい

（赤崎町）

 荒 川 颯 汰    　（晋吾）　諏訪前
あらかわ そうた

（猪川町）

 菊 地 　 希   　（高志）　轆轤石
きくち のぞみ

（立根町）

 齋　 あかり　（卓）　 中野
さいとう

（三陸町綾里）

 木 下 太 陽    　（智彦）　田浜下
きのした たいよう

（三陸町越喜来）

 前 田 煌 稀    　（一也）　前田
まえた こうき

　平成23年度６月の現況届の提出は不要です。

※10月に届け出・申請などが必要となることが

　あります。

�問い合わせ先

　保健福祉課児童家庭係（�内線184）

子ども手当ての現況届

受付時間電話番号医　療　機　関　名日科

午前９時
～午後５時

�2673（盛町）大津小児科医院３日

医科

�2181（盛町）佐々木内科医院10日

�1721（大船渡町）地ノ森クリニック17日

080-1668-0685（猪川町）星こどもクリニック18日

�3121（盛町）山浦医院24日

�1280（盛町）鳥羽整形外科医院31日

午前９時
　　～正午

�4310（盛町）広沢歯科医院３日

歯科

�5666（立根町）ほりのうち歯科医院10日

�3050（住田町）横澤歯科医院17日

�2345（住田町）菅野歯科医院18日

�2108（大船渡町）菊池歯科クリニック24日

�5100（猪川町）渡辺歯科クリニック31日

７月の休日当番医

※休日当番医は変更になる場合があります。

７月の市民相談

会　場相　談　委　員日　　時相談名

市役所
市民相談室

佐々木敏巳さん（司法書士）
近 江 茂 夫さん（土地家屋調査士）

７月６日（水）
午後１時～３時

登記相談

千 葉　 さん（税理士）
７月８日（金）
午後１時～３時

税務相談

山 口 研 介さん（弁護士）
７月11日（月）
午前10時～午後３時

法律相談

杉 村 康 昭さん（社会保険労務士）
７月12日（火）
午後１時～３時

社会保険
相　　談

刈 谷 利 雄さん（行政相談委員）
７月15日（金）
午後１時～３時

行政相談

■消費者救済融資相談会（事前に申し込みが必要です）

�日時・会場＝７月13日（水）午後１時～５時／市役所市民相談室

�申込先／問い合わせ先

　消費者信用生活協同組合釜石相談センター（�0193�2227）

※市民相談を希望する人は事前にお申し込みください。

�申込先／問い合わせ先＝市民生活環境課市民生活係（�内線128）

○お悔やみ申し上げます

（大船渡町）

浅 野 芳 満　（73）　 笹崎

山 崎 文 雄　（53）　 富沢

平 山 幸 治　（92）　 赤沢

志 田 泰 久　（71）　 地ノ森

大 平 幸 広　（50）　 下平

大 泉 シ ギ　（90）　 山馬越

及 川 榮 子　（77）　 野々田

新 沼 幸 藏　（71）　 笹崎

（赤崎町）

野 上 ミ ヱ　（76）　 後ノ入

（猪川町）

千 葉 昌 介　（89）　 冨岡

（立根町）

佐 藤　 一　（83）　 宮田

（日頃市町）

大和田マサノ（95）　 関谷

（三陸町綾里）

坂 本 政　 　（74）　 港

熊野アサノ　（80）　 野々前

（三陸町越喜来）

遠 藤　 巖　（80）　 仲崎浜

平 田 信 子　（86）　 甫嶺
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大船渡市へのメッセージ
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神奈川県神奈川県

相模原市相模原市

大
船
渡
市
へ
の
義
援
金
を
加

山
相
模
原
市
長（
右
）へ
託
す

森
田
会
長（
左
）

　大船渡市とは縁も深く、故永田（佐々木）七

恵さんには当協会の理事として本市のスポー

ツの普及・振興に御尽力いただきました。

　一日も早くスポーツを心から楽しめる日が

くるよう、共にチームワークを発揮していき

ましょう。

財団法人相模原市体育協会

　　　　　会長　 森田  之雄 さん
もりた ゆきお

　"がんばれサンリクオオフナト"を合言葉に

銀河連邦共和国の一員として、相模原市の活

力を結集してお力添えをさせていただいてお

ります。

　サンマやホタテなどの地元の海の幸との一

日も早い再会を心から願っています。

一般社団法人相模原市商店連合会

　　　　　　　理事長　 浦上  裕史 さん
うらかみ ひろし

戸
田
市
長
を
訪
問
し
、
義
援

金
を
手
渡
す
浦
上
理
事
長
と

役
員
の
皆
さ
ん


